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（１）単 元 観 

本単元と学習指導要領との関連 

 

 

 

 
本単元では，この目標に向け，自分が伝えたいことや情報，考えたことや感じたことなどを明らかに

し，それらを整理した上で，内容的にまとまりのある文章を書くことができる力を養っていく。 

扱う内容では，自分があこがれの人物を紹介する活動を行う。紹介するにあたり，自分の意見の提示，

根拠・理由の述べ方を学ぶことができる。本単元では，関係代名詞を扱い，どのような人物やものかを伝

えるために，言葉に情報をさらに加えて，より詳しく伝えることができる。そこで，自分の意見や考え，

事実などを理由や根拠とともに相手に伝えることに適した教材である。 

 

（２）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

本校として，以下の資質・能力の育成に重点を置いている。 

 

 

 

この中から，本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわりについて，次の２点に重点を置

くものとする。 

【思考力・判断力・表現力】 ① コミュニケーション能力  

本単元では，外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方である「外国語で，情報や考えな

どを表現し伝え合う力」を働かせ，外国語で実際のコミュニケーションおいて，目的，場面，状況等に応

じて，情報や自分の考えなどをまとめ，整理・再構築し，書いたりして表現する能力を養う。 

 

【学びに向かう力・人間性】 ② 主体性  

本単元では，外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方である「外国語で，情報や考え

などを表現し伝え合う力」を働かせ，外国語を通じて積極的に人や社会と関わり，自分のことを表現す

る能力を養う。 

 

英語 第３学年 三原市立第四中学校   

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 
コミュニケーション能力，主体性  

「 Unit 5 Legacy for Peace 」 

１ 単元について 

【思考力・判断力・表現力】 ① コミュニケーション能力   ② 課題発見・解決力  

【学びに向かう力・人間性】 ③ 主 体 性   ④ 自己理解 

日 時   令和３年１１月１９日（金） 

学 年   第３学年  男子６名，女子８名，計 １４名 

１ 目標 
（５）書くこと 
イ 日常的な話題について，事実や自分の考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を用い
てまとまりのある文章を書くことができるようにする。 
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（３）生 徒 観（調査結果から見る課題） 

英語の授業に係る生徒質問紙調査 

 

  
 
 
 
 
本学級の生徒は，積極的に ALTの先生に話しかけている姿がよく見られ，分からないことは，すぐに聞

いたり，調べたりするなど，間違いを恐れず，意欲的に授業に取り組むことができる。また，英語の授業

に係る生徒質問紙調査において，「もっと英語で表現できるようになりたいと思う。」「英語がこれから

の生活で大切だと思う」との問いに対して，どちらも肯定的に答えた生徒が 100％であったことからも，

英語の重要性を認識していることがわかる。しかし，一方で，「英語の授業でまとまりのある文章を書く

活動が苦手である。」の問いに，50％の生徒が苦手であると答えている。令和３年６月に実施した実力テ

ストでは，条件英作文一英問英答の問いで，クラス平均は 62％であったが，令和３年９月に実施した同

テストにおいて，条件英作文では、クラス平均は 17％であった。授業の中でも，一問一答問題において

は答えることができるが，根拠や理由をつけて，まとまりのある文章を話したり，書いたりすることを苦

手としている生徒が多い。｢書くこと｣において，｢自分の意見や考え，事実などを理由や根拠とともに相

手に伝えること｣に課題がある。 

 

（令和３年６月実施）実力テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和３年９月実施）実力テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目 肯定的回答 

もっと英語で表現できるようになりたいと思う。 100％ 

英語がこれからの生活で大切だと思う 100％ 

英語の授業でまとまりのある文章を書く活動が苦手である。 50％ 

正答率 

１７％ 

正答率 

６２％ 
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（４）指 導 観（指導改善のポイント） 

令和３年９月実施の実力テストにおいて，条件英作文についての正答率が低いことから，事実や自分の

考え，気持ちなどを整理したメモなどを基にし，自分の思いを書くことを苦手としていることがわかる。 

そこで，指導にあたっては，次の点に留意して行っていく。まず，英語で自分の思いや考えを伝える際

のフォーマットやヒントカードをインプットする。既習事項を活用しながら，文と文の順序や相互の関

連に注意し，全体として一貫性のある「まとまりのある文章」を書き，論理的に意見を述べられるように

指導を行っていく。また，ICTを活用し，視覚支援をしながら，個々のつまずきに対する支援をしていく。

そして，「学び合い」によるペアやグループでの協働的な学習の場面の充実を通して，他者の視点や考え

方から自分にはなかった考えに気づき，他者の良さを認め，見方・考え方を広げようとする姿勢を養って

いく。 

 

 

 

（１）単元の目標 

   根拠や具体的な理由を挙げて，あこがれの人物を ALT の先生にプレゼンすることができる。 
 

 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①接触節，関係代名詞の形・意

味・用法を理解している。（聞く

こと，読むこと，話すこと[やり

取り]，話すこと[発表]，書くこ

と） 

②接触節，関係代名詞を用いた

文の理解をもとに，対話の内容

を聞き取る技能を身に付けてい

る。（聞くこと） 

③接触節，関係代名詞を用いた

文の理解をもとに，対話の内容

を読み取る技能を身に付けてい

る。（読むこと） 

④接触節，関係代名詞を用いた

文の理解をもとに，言葉に詳し

い情報を加えて説明し合う技能

を身に付けている。（話すこと

[やり取り]） 

⑤接触節，関係代名詞を用いた

文の理解をもとに，言葉に詳し

い情報を加えて書く技能を身に

付けている。（書くこと） 

①どのような人か，どのような

ものかを理解するために，言葉

に加えられた情報をもとに，話

される内容の要点を捉えてい

る。（聞くこと） 

②平和や人権の大切さを考える

ために，ガンディーの生涯と功

績について書かれた文章の概要

を捉えている。（読むこと） 

③間違うことを恐れず積極的に

自分の意見を伝えたり，相手か

らの質問に答えたりしている。

（話すこと[やり取り]） 

④与えられたテーマについて，

自分の意見や主張を，原稿をも

とに発表している。（話すと[発

表]） 

⑤与えられたテーマについて，

自分の意見や主張を，情報をも

とに発表をするための原稿を書

いている。（書くこと） 

①どのような人か，どのような

ものかを理解するために，言葉

に加えられた情報をもとに，話

される内容の要点を捉えようと

している。（聞くこと） 

②平和や人権の大切さを考える

ために，ガンディーの生涯と功

績について書かれた文章の概要

を捉えようとしている。（読むこ

と） 

③間違うことを恐れず積極的に

自分の意見を伝えたり，相手か

らの質問に答えたりしようとし

ている。（発表[やり取り]） 

④詳しい情報を整理し，書いた

原稿をもとに発表しようとして

いる（話すこと[発表]） 

⑤根拠や理由となる情報を集

め，整理し発表するための原稿

を書こうとしている。（書くこ

と） 

２ 単元の目標と評価規準 
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本質的な問い  知ってもらいたい人のことを適切に伝えるにはどうすればいいか。 

単元を貫く問い あこがれの人の功績をどのようにして伝えるのか。（ガンディーの功績を通して） 

 

（全１４時間）  

次 学習内容 
評価 

知 思 態 評価規準（評価方法） 

１ 

 
 
・ALTのあこがれの人物紹
介文を聞く 

 
・根拠や具体的な理由を
挙げて，あこがれの人物
を ALT の先生にプレゼ
ンすることができると，
いう単元を通してのめ
あてを示す。 

 

 

 

 

〇 

 

◎ 

 

 

 

 

英語で自分の意見や，まとまりのある文章

を書くことに課題があることを認識させ，

学ぶ意欲を高める。ウ①聞くこと（観察） 

 

ALTの先生のプレゼンを，話される内容の要

点を捉えている。イ①聞くこと（ワークシ

ート） 

2 

 
 
・名詞を修飾する文（名詞
＋主語＋動詞）についての
用法を理解する 
 〇 

 

 

 

 

 

 

語と語のつながりやかたちに注意して，名

詞を修飾する文（名詞＋主語＋動詞）を理

解する。ア①（ワークシート） 

 

名詞（先行詞）を説明することばであるこ

とを理解し，説明することができる。ア④

（観察） 

3 

 

 

・教科書の本文を読んで，
ジョシュがガンディーに
ついてプレゼンしている
内容を理解できる (Scene 
1) 
 
・名詞を修飾する文（名詞
＋主語＋動詞）についての
用法をまとめる 

○   

 

自分たちが知っているガンディーの情報を

出させ，ジョシュが用いている，プレゼン

の始め方等を理解し，内容を聞き取ること

ができる。ア②（ノート） 

 

名詞を修飾する文（名詞＋主語＋動詞）を

用いた修飾方法について自分の言葉でまと

める。ア⑤書くこと（ワークシート） 

4 

 
 
・関係代名詞 who（主格）
についての用法を理解す
る 
 

○   

語と語のつながりやかたちに注意して，関

係代名詞 who（主格）を理解する。 

名詞（先行詞）を説明することばであるこ

とを理解させる。ア①（ワークシート） 

課題の設定  

情報収集・整理分析  

情報収集  

３ 指導と評価の計画 

情報収集・整理分析  
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5 

 

 

・教科書の本文を読んで，
ジョシュと朝美の対話文
を理解し，ガンディーにつ
いての知識を深める 
 (Scene 2) 
 
 
・関係代名詞 who（主格）
を用いた用法についてま
とめる 
 

○   

 

 

ジョシュと朝美が，プレゼン後に，ガンデ

ィーについて話している内容を読み取る。

ア③読むこと（ノート） 

 

 

関係代名詞 who (主格）を用いた修飾方法

について自分の言葉でまとめる。ア⑤書く

こと（ワークシート） 

 

6 

 
 
・関係代名詞 
which（主格）についての用
法を理解する 
 

 

○   

語と語のつながりやかたちに注意して，関

係代名詞 which（主格）を理解する。 

名詞（先行詞）を説明することばであるこ

とを理解させる。Who（主格）との違いを考

えさせる。ア①（ワークシート） 

 

７ 

 
 
・関係代名詞 
that, which（目的格）に
ついての用法を理解する 
 

○   

語と語のつながりやかたちに注意して，関

係代名詞 that, which（主格）を理解する。 

目的格が先行詞になっていることを理解さ

せる。ア① 
（ワークシート） 
 

8 

 

 

・教科書の本文を読んで，
ガンディーが平和のため
にしてきたことを理解し，
受け継がれているガンデ
ィーの教えについて理解
を 深 め る  (Read and 
Think) 
 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

時代の流れに沿って，ガンディーがしてき

たことを読み取る。イ②読むこと（ノート） 

 

平和や人権の大切さを考えるために，本文

の概要を捉えようとしている。ウ②（観察） 

9 

 
 
・関係代名詞 that, which
（目的格）を用いた用法に
ついてまとめる 
 

○   

 

関係代名詞 that, which（目的格）を用いた

修飾方法について自分の言葉でまとめる。

ア⑤書くこと（ワークシート） 

 

10 

 
 
・自分のあこがれの人物
についての情報を集める 
・マッピングし情報を整
理する 
 

  ○ 

 

根拠・理由に使える情報はどのようなもの

が適切かを考え，集めた情報をジャムボー

ドに整理する。ウ⑤書くこと（ワークシー

ト） 

11 

 

 

・今まで習ってきたプレゼン

時に使える表現を復習する 

 

・集めた情報を英語で表現す

る 

 ○  

 

教科書等をモデルに，意見の述べ方や根拠

や理由の提示の仕方を知る。イ③話すこと

[やり取り]（観察） 

 

 

情報収集・整理分析  

情報収集・整理分析  

情報収集  

情報収集・整理分析  

情報収集  

情報収集  

情報収集・整理分析  
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（１）本時の目標 

関係代名詞を使って，情報を整理し，より詳しく相手に伝わるように，紹介文を書くことができる。  

 

 

・モデル文を参考に，自分の意

見を裏付ける根拠や具体的

な理由を順序立てる 

 

意見の根拠となる具体的な理由の表現方法

を活用し，表現できる。イ⑤書くこと（ジャ

ムボード） 

12 

 

 

・集めた情報を英語で表現す

る 

・聞いた内容をもとに，相手に

質問する 

・他者の意見を参考に意見文

の再構築をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集めた情報をもとに整理し，他者からの意

見を参考に，発表するための原稿を書こう

としている。ウ⑤書くこと（観察） 

 

他者からの意見を参考に，自分の意見を再

構築することができる。イ⑤書くこと（ワ

ークシート） 

 

 

 

 

13 

 

 

・自分のあこがれの人物とそ

れに対する自分の意見やその

根拠を確認する 

 

 

・スライド作成し，話すスピー

ド，表現方法を工夫し，プレゼ

ンの練習をする 

 

 

 

◎ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

選んだテーマについて，学んできた方法を用いて，

根拠や理由を明らかにし，自分の意見を伝えあう。

ウ③話すこと[やり取り]（観察） 
 

自分の意見を相手に分かりやすく伝えるためのポ

イントを確認し，意見を交流する人が様々な意見

や考え方，視点を持っていることに気づき，自分の

考えを広げる。イ④話すこと[発表]（スライ

ド） 

 

14 

 

 

〈パフォーマンステスト〉 

・自分のあこがれの人物につ

いて，根拠や理由を含め，ALT

に英語でプレゼンする 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

選んだテーマについて，学んできた方法を用い

て，根拠や理由を明らかにし，自分の意見を相手

に伝えることができる。イ④話すこと[発表]

（スピーキングテスト） 

 

詳しい情報を整理し，書いた原稿をもとに

発表しようとしている。ウ④（話すこと

[発表]） 

 

４ 本時の学習 

関係代名詞を使って，情報を整理し，より詳しく相手に伝わるように，紹介文を書くことができる。 

表現・整理分析  

まとめ  

本
時 

表現  
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（２）準備物 

パソコン，Chromebook，テレビ，タイマー，ワークシート，振り返りシート 

 

（３）本時の学習展開 

段

階 

 

〇学習活動 

 

教師の支援の在り方 

（努力を要する生徒への指導の手立て◆）評

価規準（■） 

配

時 

導

入 

 

 

○あいさつをする 

・曜日，日付，天気を英語で確認する 

○帯学習（ペアワーク） 

・やりとり練習 

 

○本時の目標に対する課題意識を持たせる 

 

 

 

 

 

 

・目標を持たせるため，やり取りの回数をカウ

ントするように指示する 

◆机間指導を行い，やり取りが止まっている生

徒にヒントを出し支援する 

 

・めあてを振り返りシートに記入するように

指示し，めあての意識付けをする 

 

10 

展

開 

① 

 

○あこがれの人物の情報を整理する 

・テーマについてその人物が何をしたか，ど

んな人物か，自分はどう思うか等，自分の意

見をジャムボードに書き出す 

 

〇モデル文を提示し，英文の語順を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紹介文の提示の仕方を復習する 

①人物 

②どんな人物か 

③何をしたか 

④具体例  

⑤自分は相手をどう思うか 

 

・根拠や理由となる具体的な例を明らかにす

ることができる。 

 

・紹介文を作成する上での条件を提示する 

 

 

 

 

10 

【本時のめあて】 関係代名詞を使って，分かりやすく，紹介文を書くことができる。 

例 ） The person I respect is 

Mahatma Gandhi. Gandhi is a man 

who has influenced a lot of people. 

For example, he works for Indian 

independence. Also he fought 

against discrimination in South 

Africa and India. He never used 

violence, so he is respected by 

people who fight for human right. I 

think the idea of non-violence is 

very important. Non-violent protest 

is the legacy that Gandhi left. So I 

respect him. 

①８文以上で書くこと 

②関係代名詞を３文以上使うこと 

③まとまりのある文章で書くこと（接続詞

を使う） 
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展

開 

② 

 

 

○お互いの情報を交流し，再構築する 

 

・グループ(４人組)で互いのあこがれの人物

について英語で交流し，疑問点や，より詳し

く知りたいことについて質問する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の作品を修正する 

 

 

 

 

 

○発表練習をする 

・グループで発表練習をする 

 

 

 

・交流後，ジャムボードにそれぞれのポイント

について付箋を書く 

 

・ピンクの付箋⇒疑問点や，より詳しく知りた

い文について書く。 

・青色の付箋⇒ルーブリックをもとに，良かっ

た点や，分かりやすい説明，３つの条件を満た

しているかについて書く。 

 

・ポイントを示し，そこに視点をおいて，しっ

かり聞くように指示する 

 

ポイント 

 

 

 

 

 

 

◆机間指導を行い，発話が止まっている生徒に

ヒントカードを見せ，支援する 

・お互いに発表のアドバイスをする 

 

■集めた情報をもとに整理し，他者からの意見

を参考に，発表するための原稿を書こうとして

いる。ウ⑤書くこと（観察） 

 

■他者からの意見を参考に，自分の意見を再構

築することができる。イ⑤書くこと（ワークシ

ート） 

 

25 

ま

と

め 

 

○本時のまとめ，振り返り 

・振り返りシートに本時の振り返りと，

today’s English を記入する。 

 

○あいさつ 

 

・単元のゴールに向けての改善点や良かった

点について記入させる 

・次時の内容について説明する 

 

5 

学び合い 

１ 

 

Point 

①What kind of person is he/she? 【どんな人物か】  

②What has he/she done? 【何をしたか】 

③Example 【具体例】 

④What do you think of him/ her? 【あなたはどう思うか】 



24 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）評価基準 

・関係代名詞を使って，情報を整理し，より詳しく相手に伝わるように，紹介文を書くことができる。 

（思考・判断・表現：ルーブリック評価） 

A B C 

与えられたテーマに対し，理由

や根拠を明らかにし，関係代名

詞や接続詞を活用し，８文以上

のまとまりのある紹介文を書く

ことができている。 

与えられたテーマに対し，理由

や根拠を明らかにし，関係代名

詞や接続詞を活用し，８文で紹

介文を書くことができている。 

与えられたテーマに対し，理由

や根拠を明らかにし，紹介文を

書くことができていない。 

 

・関係代名詞を使って，情報を整理し，分かりやすく相手に伝わるように，まとまりのある紹介文を書こ

うとしている。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

学習の流れ 

Greeting 

 

Thinking 

Interaction 

(学び合い) 

Practice 

まとめ・振り返り 

めあて 

関係代名詞を使って，分かりやす

く，紹介文を書くことができる。  

意見の提示の仕方  

Point（意見） 

Reason（理由） 

Example（具体例） 

Point（意見） 

Point 

①What kind of person is he/she? 【どんな人物か】  

②What has he/she done? 【何をしたか】 

③Example 【具体例】 

④What do you think of him/ her? 【あなたはどう思うか】 

 

Friday,  

November 

nineteenth, 

sunny 

３つの条件 

①８文以上で書くこと 

②関係代名詞を３文以上使うこと 

③まとまりのある文章で書くこと（接続詞を使う） 

Is there someone you respect ?  Why? 

テーマ 


